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令和８年度教育課程について（届） 

 

 このことについて、品川区立学校の管理運営に関する規則に基づき、下記のとおりお届けします。 

 

記 

 

１ 教育目標 

(1) 教育目標 

  ○ 自信をもってよく学ぶ子 

  ○ みんな仲良く助け合う子 

  ◎ 心も体も元気な子 

 

(2) 学年のまとまりごとの指導目標 

ア 第１学年から第４学年 

   ○ 学習に意欲的に取り組み、基礎的・基本的な知識および技能を習得できるようにする。 

   ○ 善悪の判断ができるようにするとともに、規範意識を醸成する。 

   ○ 運動に進んで取り組み、心身の健康の保持増進に進んで取り組む態度を養う。 

  イ 第５学年から第６学年 

   ○ 教科等の学習内容の理解をより深め、自分で課題を見付け、解決できるようにする。 

   ○ 自他を尊重するとともに集団における役割の自覚や主体的な責任意識を育成する。 

   ○ 運動に積極的に取り組み、心身の健康の保持増進や回復に進んで取り組む態度を養う。 

 

(3) 目標を達成するための方針 

  ア 自信をもってよく学ぶ子 

   ○ 「指導の個別化」と「学習の個性化」を踏まえ、「個に応じた指導」の充実を図る。 

   ○ 教師と児童の関わり合いや児童同士の関わり合い、実習・実験、体験活動、専門家との交

流など、様々な場面でリアルな体験を通じて学ぶ機会の充実を図る。 

○ 各教科等の特質や学習過程を踏まえて、教材・教具や学習ツールの一つとして ICTを効果

的に活用し、授業の質の向上を図る。 

○ 低学年から教科担任制を部分的に導入し、教科指導の専門性をもった教師が多様な教材を

活用してより熟練した指導を行うことで、授業の質の向上を図る。 

   ○ 「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」という問題解決的な活動を発

展的に繰り返す探究的な学びを実践する。 



 

 

 

  イ みんな仲良く助け合う子 

○ 市民科を要として全教育活動を通して、人権課題の正しい理解と認識を深め、差別意識の

解消する学習機会の充実を図る。 

○ 子どものウェルビーイングを実現するために、非認知能力の育成を図る。 

○ スクールカウンセラー等の活用やトリプルチェンジの授業を通して、自他相互のコミュニ

ケーションのあり方を学ぶ学習の充実を図る。 

○ 他者と対話したり協働したりしながら、物事を多面的・多角的に考えることができるよう

授業の工夫を図る。 

○ 異学年交流や児童会活動、地域と連携した活動などの充実を図る。 

○ 双方向の生徒指導を行うとともに、自己選択や自己決定の場や機会を設定する。 

 

  ウ 心も体も元気な子 

○ 児童が楽しさや喜びを感じられるような体育授業の改善を図る。 

○ 運動の習慣化を図るために、時間・空間・仲間を確保する環境を整備する。 

○ 体育科保健領域、市民科など相互を関連させた保健指導の充実を図る。 

○ 「デイケン」「NiCoLi」「いじめ Dアンケート」「学校風土 D調査」などの調査ツールを活用

した児童の心や体調の変化を把握するための取組を推進する。 

○ 多様な学びの場、居場所を確保するとともに、専門家や関係機関と連携した支援体制を構

築する。 

○ 児童一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善

または克服するため、適切な指導および必要な支援の充実を図る。 


